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ン、フォーク、割りばし、缶切り、ビニール袋（大小）、
ティッシュぺーパー、生理用品、ぬれティッシュ、ラジオ、
ヘルメット、リュックサック、救急セット、飲料水 等
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町会別集合場所
第1町会 園遊童児一上江老海  
第2-1町会 島福スレパワイセ  
第2-2町会 校学小東江老海  
 園遊童上児江老海 
第2-3町会 2-2-3江老海  

 
02-4-3江老海 

 01-9-3江老海 
第2-4町会 前局便郵江老海阪大  
第3-1町会
第3-2町会 園公上江老海  
第3-3町会

第6町会 島福ズムーホクーパ  
  エルグレース北側駐車場

第4町会 海老江東小学校
第5町会 グリーンシティオーサカ

※場所の詳細は
　左下枠に記載
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交番

いざという時のために、
日ごろから心構えと対策を考えて

おきましょう。

いざという時のために、
日ごろから心構えと対策を考えて

おきましょう。

あなたの避難先、右の地図を見て確認しよう！
　１　巨大地震が発生。あなたの避難場所は？

　２　津波がやってくる。あなたの避難場所は？

　３　災害時の町会集合場所は？

地　震
●落下物などから頭などを守るために、机・テーブルの下
に身を隠しましょう。
●家具・テレビや冷蔵庫等の転倒を防止するための固定を
しましょう。
●ガスは自動的に遮断されます。揺れがおさまるまで火に
は近づかないようにしましょう。
●家中の危険箇所をチェックしておきましょう。
●防災用具のチェック（消火器・救急箱等）

津　波
●南海トラフ巨大地震発生後、約2時間で福島区に最大3
メートルの津波が到達すると予想されます。確実な情報
を知っていただくために必ずテレビやラジオを準備しま
しょう。
●津波避難の指示が発令されれば、すみやかに近くにある
３階以上の丈夫な安全な建物に避難しましょう。
●正しい情報を聞いて落ち着いて行動しましょう。

風　雨
●強風の予想される時には、ベランダや物干しざお、植木
など、飛ばされやすいものは片づけましょう。
●急な増水の危険があるときは、ビルなどの地階は、浸水
するおそれがありますので、注意しましょう。
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私たち海老江東地域では、自助・共助の理念に基づき、『自分の命は自分で

守り』『みんなで助け合い』地域一体となって、地震など災害による地域の被害

拡大を防止する取り組みを継続していきます。

この計画の対象地域は、海老江東連合振興町会に属する海老江一丁目、
二丁目、三丁目、四丁目とする。

地域住民、自主防災組織の各役員による「自助」「共助」を基本とした防災訓

練を年１回以上行い防災力の向上に努めます。

阪神・淡路大震災では、生き埋めになり救助された人の９８％が自助と共助で助けられました。

一方、公的機関によって生存したまま救出されたのはわずか1.7％という記録が残っています。

自助：自分（家族）の命を自分（家族）で守ること
共助：地域の皆さんで互いに助け合うこと
公助：国や市の行政機関が対策を行うこと

災害被害を軽減するには、これらの連携が重要です。

１．基本方針

（１）計画の対象地域

（２）活動目標
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